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Ｉ　はじめに
平成４年度から新小学校学習指導要領等の新しい教
育課程の基準が実施されるが
，今日までの通常の小学
校社会科
，特に，第６学年の歴史授業においては，子
どもの日常生活や興味
・関心とかけ離れた内容が大量
に網羅的に教えられている傾向が強かった
。新学習指
導要領では
，その内容の取扱いとして，児童の興味や
関心を重視する観点から
，取り上げる人物や文化遺産
を精選し
，歴史的事象を網羅的に取り上げることのな
いように配慮することを促している
。このことは，児
童の発達段階やこれまでの社会科の指導内容との関連
を考慮する上で重要なことである
。しかし，大量で網
羅的な内容から
，教材の精選をする視点が不明確であ
れば
，教科書に書かれてある学習内容をそのまま直接
的に教えることによって
，一方的な子ども無視の授業
や子どもにとって内容注入型の受動的な授業に陥る可
能性かおる。
そこで
，教材の精選の視点として，まず，人間が生
存していくために必要不可欠な要素である「衣
・食・
住」の物的条件を考えた。さらに，それらの三者のう
ち
，子どもの興味・関心が高く，しかも，人間活動の
エネルギーを補給し，人間生活の重要基盤を培ってい
る「‾食
」に焦点を当ててみようと考えた。
本研究では
，この「食」を中心に取り上げ，子ども
の意欲を高め
，鋭い追究ができるようにする教材開発
はどうすればいいのか
，日本の食生活史を俔点として，
具体的実践を通してその有効性を明らかにすることを
目的とする。
Ｈ　追究意欲を高める教材の概念と日本の食生活史を
視点とした年間指導計画の作成１　追究意欲を高める教材の概念
本研究では
，社会科における教材の概念を，学習内
容と子どもの間に位置づけたおもしろいとか楽しいと
いうイメ
ジー的要素を含んだ教材であると考えてい
Iる(1)。さらに，社会的事象を見る目を育て，追究意欲
を高める方法として
，次の２点を考えている。
①生活経験と関連させて追究意欲を高める方法生活経験と結びつく社会的事象は，子どもの関心を
ひきつける。
②知的好奇心を喚起させて追究意欲を高める方法
子どもは
，知的好奇心を喚起されると必然的に動き
出す
。新聞，テレビ，百科事典，辞書などの情報や，
直接見学したり
，観察したりすることによって得た情
報は
，知的好奇心を喚起する。つまり，新しい知識の
獲得や事象間の矛盾
，既習事項との矛盾などによって
追究が始まる(2)
。これらは，学習内容を直接的に教え
こまれるのではなくて
，子どもの知的好奇心を喚起し
て子どもは知らず知らずの間に
，楽しみながら教材を
追究していくアプローチ方法である。本研究では，
その方法を取り入れて
，教材開発の視点として，日本
の食生活史から追っていくのである。なお，そのモデル化を図ったのが，図１である。
学習課題追究活動
【図１】　追究意欲を高める教材のおり方
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２　日本の食生活を視点とした年間指導計画の作成
わが国の食生活の時代的変遷を便宜上区分すると次
のようになる(3)。
(1)自然物雑食時代　　　 日本文化発生～紀元前後
(2)主食・副食分離時代　 紀元前後～７世紀
(3)唐風食模倣時代　　　 ８世紀～12世紀
(4)和食発達時代　　　　13 世紀～16世紀
(5)和食完成時代　　　　17 世紀～18世紀
(6)和洋食混合時代　　　19 世紀～現在
第６学年社会科における歴史的分野の時艱は，約70
時間である。 この70時間のどこに位置づけをするのか
を明確にしていなければ，単発的な授業になってしま
い，系統性も見いだせない。そこで， 囗本の食生活史
を視点とした年間指導計画を作成し，指導の位置づけ
を明確にした( 表１参照)。
【表１】　 第６学年社会科年間指導計画（一部抜粋）
月
大 単 元 名
○目 標
小 単 元 名
○目標･ 指導内容 晧取り上げる人物
時間
指導要 領
の項目 食 生 活 の 時 代 区 分 及 び 食 生 活 の 概 要
４
４
１　人間のあゆみ
○ 国家・社会の発展に
大きな働きをした先人
の業績や優れた文化遺
産について，関心と理
解を深めるようにし，
我が国の歴史や伝統を
大切にする心情を育て
る。
○ 地図，年表などの各
種の基礎的資料を効果
的に活用することがで
きるようにするととも
に社会的事象の意味を
より広い視野から考え
るようにする。
匹
オリエンテーション「史跡をたずねて」
○ 佼区周辺や松山市に残る遺跡や文
化財を調べ，自分たちの生活の歴史
的背景に関らをもつとともに，我が
国の歴史を学ぶ意味を考える。
・　歴史学習の進め方に関心を持ち，
年表や資料を活用する。
・　匳土には，歴史的な遺跡や遺物が
残っている。
(70)
3 (1)ア
（1）自然物雑食時代 日本文化発生～紀元前後
先土器・縄文時代
○ 狩l姓 活か中心で，自然物採集経済を原
則としている。
（2）主食・副食分離時代 紀元前後～７世紀
弥生・大和時代
○ 金属器と稲作農業の登場により，農耕が
主な生業となる。食生活も安定し，そこに
富の蓄積が始まり貧富の差が生じる。貴族
と農奴階級の分離で氏族制度が完成する。
朝鮮半島から仏教・儒教とと もに種々の文
化が輸入され 食生活も半島のそれを上流
社会か隕倣し輸入した時代である。
（3）唐風食模倣時代　　 ８匣紀～12世紀
奈良・平安時代
○ 大陸の文化は続々 ととり入れられる。と
くに上流社会は，唐風に傾倒し，貴族食が
形成される。庶民の生活は， ほとんど前時
代と変化なく，貧窮していた。
|縄文時代　　　　　　　 （自然物雑食時代）
１　国ができるまで
（1）弥生の村
○ 日本の国は狩猟生活から農耕生活
へと移り， 厂むら」から「 くに」の
時期を経たことを理解する。
・　農耕が始まると生活か変化し「む
ら」ができる。
・　古墳時代になり豪族の力がますと
「むら」から「くに」へと変化がお
きる。
（2）大和の貴族
○ 大和朝廷によって国土が統一され
たが，それまでには長い年月がかか
っ
たことを理解する。
・ 大和雌 腦 土を卜 する。
・　大和政権は，中国や朝鮮半島から
の文化や技術を取り入れ，力を強め
る。
仞卑弥呼
９ (1)ｨ
○ 食物は，捕らえられるものはほとんど食用にした。
・　調理は，火で焼く，あぶる，煮るといった方洫
|弥生時代　　　　　　　 （主食副食分離時代）
○ 直播法（種子籾を田に直接まく方法）でする。
○ 主食と副食の分離
○ 米は，玄米のまま食用にする。
・　粥にしてすすったり，米を焼く方法で食べる。　　　　 ｉ
Ｏ ムギワナ（今の素麺のようなもの）とかムギカタといって
吩を練って甘味をつけた菓子の一種がつくられた。
○ 大豆 小豆 コンニャク6 入ってくる。　　　　　　　 ｉ
５
心／心
２　天皇と貴族の世の中
(1) 奈良の大仏
○ 律令制にもとづく古代国家は，聖
徳太子や中大兄皇子らの働きによっ
て律令制力廛い，天皇中心の政治か
確立されたが，農民の生活は楽では
なかったことを理解するo
・　聖徳太子や中大兄皇子らが天皇中
心の国家体制を確立する。
・　大化の改新がおこる。
・　天皇中心の政治を整えるため，奈
良に都を移したか，農民の生活は，
楽ではなかった。
・　聖武天皇が，大仏造営の事業を行
う。
・　大陸文化の取り入れは，積極的に
行われる。
仭聖徳太子・小野妹子・中大兄皇子
中臣鎌足・聖武天皇・行基・鑑真
(2) 平安の貴族
○ 政治の実直は，天皇から藤原氏を
中心とする貴族へと移り，日本風の
文化を生み出していったことを理解
する。
・ 都力1京都に移された訛 貴族( 藤原
氏)中心の政治が行われ，日本風の
文化力{栄える。
・ 律令制がゆきづまり，地方では，武
士が次第に勢力を持ち始める。
嵒藤原道長･紫式部･清少納言
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|奈良時代 貴族食と庶民食の分離（唐風食模倣時代）
○ 直播法から苗代法への-一般化　　　　　　　　　　 ｜
○ 米の主食は貴族階級に限られるo
o 油料理法が取り入れられる。（胡麻油などの植物油吏用）　
ｌ
○ 仏教の広まりと肉食の禁止　　　　　　　　　　　　 ｌ
・　食生活の欠陥を牛乳や乳製品で補う。
・　７世紀中頃シナから牛乳 乳製品の製法が伝わる。
（朝廷に官設の牧場ができる！）
’ にうの
かゆ ヨ゜‾グルト･ 二Jンデンスミルク類やバター 　ｉ
チ ズー ）゛ようなものもつくられる･　　　　　　　　 ｜
○ 砂糖力㈲ 入される。　　　　　　　　　　　　　　 ！
○ 米　　 蒸す一 固粥　　　　　　　　　　　　　 ｉ工
煮ふ_ 粥　　　　　　　　　 ｌ
○ 酒の製造法の進歩　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ
・　清酒，濁酒，糟（かす）酒，扮酒の４相胤　　　　　 ！
○ 年中行事の成立　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜
○ 食器の高級化　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！
○ 食事は，二本の唐箸を使うことか始まる。　　　　　　　 ｌ
・　他に竹署，柳箸，銀箸がある。
○ 保存食の多用化
・　干物（からもの）と漬物，醤（ひしお）の三つに大肌　 ＝
○ 加工菓子の出現　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
・　餅一 餅飯の略で食後長く腹にもたれる飯を意味する。持｜
飯（もちいい）や携帯に便利な飯という意味のlj膰 飯（もよ厂
いい）がつまって単にモチになった。
○ 調味料の発達　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
・ 醤，塩 酢　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
Ｏ キュウリ，ナス，ゴボウ，レンコンなどが伝わる。　　　 ｜
|平安時代 型にはまった食生活　 （唐風食摸倣時代）
○ 藤原氏の栄華で，華麗優美な和風文化が展開され 日本料理｜
の基本力形 成される。
○ 年中行事の方式が定まる。　　　　　　　　　　　　 ｜
○ 迷信的食事の形成
・　獣肉を食する風は，仏教尊信の傾向が強くなるにっれて，ｉ
制限さ杙 丿二類をあわれみ殺生を罪悪視する観念が生まれる．｜
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Ⅲ　追究意欲を高める社会科授業の教材開発
１　教材開発の基本的視点
本研究では，日本的な食生活が発生し，魚肉が重視
され，精細な味覚と美しい食膳や，精進料理が尊重さ
れる日本式の食生活完成の時代である室町から江戸時
代に焦点を当てたいと考える。
室町時代から江戸時代にかけての時代を食生活史を
視点として概括してみる。室町時代は，三代将軍足利
義満が，南北朝の合一に成功し，京都の北山に金閣寺
を建てることが，文化の担い手が貴族から武士へ移っ
ていったことを象徴した出来事である。喫茶を中心と
する食物文化が日常化され，末期に西欧食品・砂糖な
とか移入される。また，饅頭・豆腐が輸入され，味 噌･
醤油の調味料もできる。日本風の食品や食生活が発生・
発展する時代である。さらに，安土・桃山時代から江
戸時代にかけて食事回数の３回は上下の階級に普及し，
菜食を主とし，獣食をしりぞけ，魚肉が重視され，精
細な味覚と美しい食膳や，精進料理が尊重される日本
式の食生活が完成するに至るのである。嗜好品たる酒・
煙草・茶・砂糖が普及し，各種の漬物も完成される時
代である。
２　指導計画の具体化
和食の発達から完成へ至る単元展開を具体的に示し
だのが次の表である（表２参照）。
【表２】　指導計画の具体化
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３　授業の展開例
［ テーマ１ ］ 日本式食生活 のルーツを探せ！
［ 教 材 名 ］ どうして食事が２回から3, 回になっ
たのか？
［ 目　　 標］ 室町時代になると農業生産力 の向上
により，余剰生産の蓄積や， 商品市場
の拡大が見られ，現在のような食生活
のルーツができたことをとらえる。
（1） 教材のねらい
食事回数 の変化の理由はこれだという確証はないが，
いろいろ自由に考えさせるのに意義がある。室町時代
に入り，二毛作の普及や日明貿易による技術や肥料，
野菜や稲の品種が新しく持ち込まれて収穫量が増加し
たことがまず考えられる。しかし，鎌倉時代において
も，農民 は，農作業や戦場など労働のはげしいときに
三食とっていた事実 は存在するので，仕事のきつい時
三食とったとか，日明貿易の影響で明の風習が入って
きたと考えてもおもしろい。つまり，この教材は，生
産力の向上により余剰生産物の蓄積ができたことと，
そのことによって，農民 の商品流通への介入，商品市
場の拡大をおさえておくことに重点をおく。
（2） 実際の授業の展開
①どうして２回から３回へ食事が増えたのか？
発問　この時代に現在のように朝昼夜と３回食事
をとるようになりました。どうして３回とれ
るようになったのでしょう。
・二毛作による収穫量の増加で。
・技術や肥料が向上したから。
・野菜や稲の品種が新しくできて収穫量が増加した
から。
・農作業や戦場など労働のはげしいときに三食とっ
たのではないか。
・日明貿易の影響で，明の風習が入ってきたから。
など
ここで，次のような問題が出てきた。「農民 は， ３
食とっていたのか？あるいは，とれていたのか？」と
いうことである。「農民は，貧しいので絶対とれない。」
という考えと，「忙しく働いているからこそ三食とっ
ている。収穫量 も増加して，食べれたのではないか。」
というのが半々になって討論になったのである。十分
討論をさせるが，結論は出ない（この問題は， この後
の教材である「農民の食事は楽しい食事であったか？」
で引き続き検討をすることで落ち着いた）。
「それでは，この資料を見てください。」
と言って次の資料をＯＨＰで提示する（図２参照）。
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【 図2 】　 ＯＨ Ｐ で 提 示 し た 資 料
発問　室町時代に入ると，米の収穫量も増えてい
るね。では，昼食いわゆる中間食には何を食
べていたと思いますか？
四 室瑞 代
厂ご1 奈扠時代
・米はあまり食べないだろう。
・うどんやそばを食べたのではないかな。
・お餅を食べたのではないか。
・おにぎりみたいのだけ。
・いもを食べたのではないか。など。
「現在あるようなものも出てきたね。 みんな次のも
のを知ってますか ？」と言って，短冊カードを黒板に
はる。
菓子は，「おかしだ 冂 と言って納得するが，点心
と茶子は分からない。そこで，
発問　 現在お昼によく食べるものは何か ？ベスト
５を教えて下さい。
ペスト５を集計すると，①ラーメン②うどん③焼き
めし④カレーライス⑤スパゲティであった。
このようにして，現在の昼食を考えさせ，さらに，
朝夕食と比較したり，レストランなどにある点心セッ
トなどのメニューから考えさせる。そして，間食品は，
点心・茶子・菓子の三つがあり，おつまみ程度の昼食
のルーツを探っていくのである。
②食生活 の変化は？
そして，この時代の画期的な砂糖，点心として好 ま
れた饅頭・羊羹・豆腐・納豆・素麺・うどんなどにも
迫り，食生活の変化へとつなげていく。
このように，室町時代は，武士の生活においては，
食事の際の礼儀作法形式を尊び，食事についての教養
も高まり，その上に饅頭・羊羹・麺類・豆腐などの禅
宗食品が普及してきたことが食生活に大きな変化をも
たらした点である。農民にも貧しいながらも現在の食
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生活のル
ツーを見ることができる。民衆文化の台頭が
庶民食を向上させたことなど現在とのつながりが深い
ので
，子どもの追究意欲も高まった。
［テ
マー２］和洋折衷の時代がついに到来！
［教材名］タルトから見える時代は
？（ｏ
［目　　標］松山の名産品として名高い「タルト」
の歴史を探ることを通して
，南蛮文化
を取り入れ
，和洋折衷，うまく日本
のものとして独特な文化をつくりあげ
た日本人のすごさを理解することがで
きる。
（1）教材のねらい
松山には
，名産「タルト」がある。この「タルト」
という言葉を探ると，
英語tart……ダーツ　　仏語tart……タール
スペイン語tarta
……タルク
ポルトガル語tarto……タルト
があり
，ポルトガル語のタルト夸語源としているよう
である
。,タルトは，久松家初代松山藩主，松平定行公
が長崎から伝えたといわれている
。幕府より長崎探題
職兼務の命をうけていた定行公は
，正保４年(1647)
ポルトガル船２隻が入港したとの知らせで
，急遽長崎
へ向かい, 250艚の船を統率して海上警備にあたった
。
日本へ来航した目的は
，ポルトガルがイスパニアの権
威から離れ
，ブラガンサ家の４世の統治になったこと
を報ずるためであり
，港内では争いもなく引きあげて
いった
。この時，定行公は南蛮菓子タルトに接し，そ
の製法を松山へ持ち帰ったといわれている。その南蛮
菓子タルトは
，カステラの中にジャムが入ったもので
現在のような餡入りのタルトは
，定行公が独自に考案
したものとされている
。和洋折衷，松山で生まれたこ
のめずらしい食べ物は
，久松家の家伝とされ，明治以
後，松山の菓子司に技術が伝わり，松山の名産になっ
たのである。
（2）実際の授業の展開
①「タルト
」はいっごろから作られているか。
実物の「タルト」（１本そのまま）を提示して，
当然「タル冂と答える。続けて，
小麦粉・卵・あずき・砂糖・柚（これは出てこな
い）
・江戸時代　　・明治時代　　・昭和に入ってから・最近じゃないの？
・百年前くらいかな？
などはっきりとわからない
。でも明治以降だというも
のが大半を占める
。そこで，「タルトは，全国的に有
名な松山にしかないお菓子です
。今から350年も前か
ら松山にあるのです
。」と言って資料を配布する。（一
六タルトの由来というプリントは略
。）
②「タルト」の起源を調べる。
「タルト」は
，いつ頃できたものか。誰が考えだし
たものかを資料から読み取る
。
・久松家初代松山藩主松平定行公
・ポルトガルに関係していること。
・はじめのタルトは，カステラにジャムが入ったも
のであったこと。
・現在は，柚の香りの餡入りであること。
など読みとる。
③「タルト」がどう,して松山の名産になったか？
発問　厂タルト」がなぜ松山の名産になったので
しょう？
・原料が手に入りやすかった。
・定行公がとても気に入ってしまったから
。
・職人さんががんばった。
・松山の名産にしようとみんなががんばったから。
「タルト」が松山の名産となった理由に，タルトの
餡に使用された砂糖の入手経路である
。甘藷の栽培が
公然と行われたのは
，江戸中期以降であると言われて
いるが
，すでに，薩摩の国では，慶長年間に大島で製
糖法が始められていたと言う
。定行公の奥方は島津家
から来た人で孟宗竹や興南竹を松山に移植するなど
，
島津家との交流がさかんであった
。この状況からも夕
ルトの持ち味を生かす甘い餡が出来たのも薩摩から豊
富な砂糖の流入があったと考えられるのである
。現在
では
，原料の小麦粉・砂糖とも輸入に頼っているが，
タルトは，昔から他地域とのつながりで成り立ってい
たのである。
④定行公の時代の食文化について考える。
発問　この頃長崎では
，食文化で「タルト」の他
に変化はあっただろうか？
・外国からどんどん新しいものが入ってきたのでは
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ないか。
・新しい食べ物もできた。
・カステラ，ボーロ,。コンペイトウなどある。
など自由に考えさせる。
定行公が長崎探題職兼務を命じられた頃から長崎で
は
，食物文化の花が咲き始め，タルト・パン・コンペ
イトウ・テンプラといった次々と上陸してくる異国の
味に
，長崎にいる人々はすさまじいまでの適応力を発
揮し
，外来の食物文化に同化していったのである。
⑤「タルト
」が爆発的に売れたわけ
明治16年創業以来
，松山の中心，大街道で和菓子づ
くりのかたわらタルトをつくっていた
。道後温泉の土
産物程度にすぎなかった「タルト」が，爆発的に売れ
出したのは
，昭和43年にスライスして売り出してから
である
。それまで，食べる人の好みによって大きさを
自由に切って食べる利点はあったが
，タルトは，カス
テラ生地でこし餡を巻いたものであるため
，ねっとり
としていて切りにくく
，切り囗がくずれてしまう欠点
があった
。この一六本舗のアイデアが地方名菓を全国
名菓にのしあげたわけである
。今では，スライスして
売るのは，当たり前のことのようだが，当時は，画期
的なことであったという。
⑥
一六タルトから再び南蛮文化へ
松山の商店街の中心地に店を構え
，その裏側に工場
を建て
，細々と経営をしていたのを昭和39年工場を大
規模化するため
，移転を決行し，松山の郊外に進出し
ていくきっかけをつくった
。店舗数も増やし，地域に
根ざしたお店作りにつとめて現在にいたっている
。一
六本舗は
，昭和30年代に４店舗になり，現在では，郊
外型の出店をはじめ
，一六本舗店舗52店，レストラン
店舗９店
，うどん店１店，スーパーセブンスターを含
む一六チェーン12店に拡大し，トヨタディーラーの車
販売
，郷土出身の映画監督伊丹十三氏の映画制作への
参加（マルサの女・お葬式等）など幅広い躍進をとげ
ている
。このようにタルトによって一六本舗は，大企
業へと躍進を続けている
。江戸時代のポルトガル船の
来航に始まる松山の「タルト」は，南蛮文化をいち早
く受け入れ
，和洋折衷し，独自に考案していくという
現代の日本人そのものの歴史の出発点であった
。時代
は流れても
，タルトをこよなく愛した定行公の気持ち
は
，松山に受け継がれているのである。
さらに
，このタルト以外にも松山には名産品がたく
さんある
。それらはいつごろからあるのだろうか。ま
た
，どこに由来しているものなのか。それらから見え
る時代はどうかも考えてみようということを投げかけ
授業を終えた。
Ⅵ　おわりに
現在
，食生活史から歴史授業を見直している。和食
の発達・完成の経過を調ぺていくうちに，郷土の名産
品例えば
，タルト，松山あげ，五色素麺，醤油餅など
にぶつかった
。それが実におもしろく，その名産品か
ら見える時代を探っている最中である
。「大名行列は，
名物を生んだ!?
」「インスタント食品のはしり!?松山
あげ
」などすばらしいレポートをしてくれた子どもも
出てきた
。食生活史を視点として教材開発を試みた結
果
，追究意欲も高まってきたことは研究の成果と言え
る
。ただ，現在は，縄文時代から安土・桃山時代まで
の食生活史をまとめ
，一応指導計画に位置づけた段階
であり
，江戸から平成（現在）に至る時代は，まだ全
部まとめられていないのが現状である
。また，食生活
は
，現在，世界の中の日本として考える場合，より重
要性が出てくる
。つまり，現在の食文化を事実上支え
ているのは外国なのである
。これは，日本の歴史授業
という枠だけでなく
，小学校らしく社会科全体で扱う
べきであると現在は考えている
。今後は，小学校で扱
う社会科すべてに網羅できるようにすることが課題で
ある
。さらに，教材開発のレベルから，授業構成とい
うレベルでの
，より分かりやすい具体的な発問・資料
の精選へとっなげていきたい。今後とも子どもの目の
輝きが違う教材開発と授業構成のあり方を模索してい
きたいと考える。
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